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背景：沿岸漁業の衰退

後継者がいる個人経営体の割合

漁業センサス（2018）

日本の小型漁船隻数

10トン未満
漁業センサス(2018)

漁村の高齢化・過疎化

後継者不足

沿岸漁船漁家の経営状況

水産白書（H27, H30）

原因分析
 漁獲量の減少，価格競争
 燃料費不安定，餌代高騰，・・・

結果
 収入が不安定、もうからない
 出漁が長時間化
 労働環境の悪化
 漁師の高齢化、漁村の過疎化
 ・・・

漁労所得
2,187千円

H29

（千隻）

124
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沿岸漁業の支援戦略

漁家経営が好転する

↑
経費の節減・収益性改善

↑
ICT利用の漁業

↑
漁場が分かる

↑
高精度の沿岸海況予測

↑
高密度の沿岸観測

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)



Smart-ACT CTD（温度・塩分・深度）

[ 4 ]



[ 5 ]

S-CTDデータ

Android App

資源保護のため、当図は実際の観測点を示していません。

観測アプリで鉛直分布を把握・記録・送信



DR_DとS

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

DR_Dモデル
x~1.5km

DR_Sモデル
x~0.3km

偽・密
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水温鉛直分布（2019年8月）

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

Smart-ACT CTD DREAMS_D

モデル：偽・密観測：真・疎

同化
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塩分鉛直分布（2019年8月）

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

Smart-ACT CTD DREAMS_D

モデル：偽・密観測：真・疎

同化
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潮汐・潮流のデータ同化（逆推定）

修正前 修正後2019年7月満月頃の３日間

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

漁船電子信号(NMEA)
データロガー
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 相関係数(決定係数): 0.922 (0.841) → 0.944 (0.891)
 rms差: 8.6cm/s → 7.1cm/s

グリーン関数法で潮流変化を修正

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

修正前

修正後

五島の南方
(128.675E, 32.207N)
南北成分

加唐島の北側
(129.854E, 33.633N)
東西成分

沖ノ島の東方
(130,333E, 34.250N)
東西成分

漁業者によって予測モデルが「育てられる」
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漁業者の反応

 適度な潮流の強さの漁場を選択し、さらに 狙っ
た深度に漁具を入れるためには潮流情報がとて
も重要。
 DREAMS予測はかなり信頼できる。

 ただし、海域や時刻によっては??
 漁場探索のために移動することが減り（ほとんど

なくなり）、燃油代が??%以上減った。 操業（労
働）時間も減った。
 沖で休息（仮眠）できるようになり、体が楽に。

 九大の予報の中でも特に「●●」がよく△△の現
場と適合していた。

 当日の情報が出ることは画期的で利用価値が高
い。

 これまでの表面水温は過去情報だけだった。

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

ヒアリング７名がスマート化率15%超を達成！
 はえ縄，ごち網，一本釣り，曳縄，・・・

スマート化率：燃油消費量や労働時間などを組み合わせたQSF独自の漁業効率化指標Androidアプリ
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メッセージ（提言）

簡単CTD（IoT測器）

 協力漁船（>60隻）により、桁違いの観測数を実現

 （全国展開すれば）沿岸漁船は十万隻

予報の信頼性（データ同化）

 観測データは真・粗 数値モデルは偽・密

 漁業者(user)の批判 → 改善の糸口

 観測データと経済活動の溝を埋める

軽快なUI（アプリ）

 水平(xy)マップ → 鉛直時系列(zt)図
 観測協力者へのincentive

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)

・海洋エネルギー
・海上輸送
・プラスチックゴミ
・水質管理
・・・



応用例：海洋エネルギーの推定

0.90

NEDO事業(2014-2017)：海洋エネルギーポテンシャルマップ（地域詳細版） [ 13 ]

平均流速と流向安定度：大蛇行期 (2004.7-2005.6)

平均流速と流向安定度：非大蛇行期 (2007.10-2015.9)

100cm/s

[cm/s]



応用例：2018年1月サンチ号事故

薩南諸島の油類漂着問題に関する鹿児島大学調査ワーキンググループ
３．重油漂流予測グループ [ 14 ]



応用例：沿岸域ほどデータ連携が有望

環境省「地域が主体となる閉鎖性海域の環境改善の手引き」
（平成30年）

生物・化学データの連携は難しい?
→ まずは物理的環境データから

博多湾におけるケーススタディ→

[ 15 ]
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 SDGs
 水産資源の推定・予測も改善

 Operational Oceanography（実用海洋学）

産学官民の連携

 地域貢献・過疎対策

安全・安心

 波高情報, AIS, 転落事故, …
 Society5.0

 IoT計測器：Bluetooth CTD, 漁船ADCP, …
 AI, データ同化，漁場推定

キーワード

九州北部スマート漁業推進チーム(QSF)


